
喪中はがき印刷価格表（税込み価格）

喪中はがき挨拶文

■の部分は差し替えができます。 

■の部分は《11月》あるいは
《12月》のどちらかをご指定ください。

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
誼
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　

令
和
三
年
十
一
月

A B C

E F

皆
様
に
良
い
年
が
訪
れ
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　

令
和
三
年
十
一
月

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　

令
和
三
年
十
一
月

本
年
七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に

皆
様
に
良
い
年
が
訪
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　

令
和
三
年
十
一
月

本
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
十
二
月
二
十
二
日

父 

太
郎
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　

令
和
三
年
十
二
月

（
十
二
月
中
旬
以
降
に
喪
中
と
な
っ
た
場
合
）

本
年
七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

生
前
の
ご
芳
情
に
衷
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す

な
お
向
寒
の
折
か
ら

皆
様
に
は
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　

令
和
三
年
十
一
月

D

服喪の
範囲

服喪の対象となるのは、本人から見た2親等（父母、
配偶者、祖父母、兄弟姉妹、子供）までが一般的
ですが、ご本人との絆が深く、服喪したいお気持ち
があれば一般的な範囲は関係なく出されても問題
ございません。大切なのは喪に服す気持ちです。

続柄の
記載

夫婦連名での喪中はがきは、ご主人から見た故人
との続柄を記載するのが一般的です。
奥様のご両親が亡くなられた場合、故人のお名前を
フルネームで記載すると、どちらの親が亡くなられた
のかもわかります。（例：花子の父 山田二郎が～）

享年の
記載

亡くなった年齢は数え年で記載するのが一般的
です。（数え年：生まれた時点での年齢を1歳とし、
以後元旦が来るたびに1歳加算していく年齢）

投函の
時期

11月中旬から12月初旬に相手様にお届けするのが
一般的です。

喪中はがきのご案内 続柄の表記

・祖父
・祖母

配偶者の
父・母の親

・祖父
・祖母

父・母の親

・兄／弟
 義兄／義弟
 （ぎけい）　 （ぎてい）

 妻の兄
・姉／妹
 義姉／義妹
   （ぎし）　　 （ぎまい）

 妻の姉

配偶者の
兄弟姉妹

・兄／弟
 長兄／次兄
 （ちょうけい） （じけい）

・姉／妹
 長姉／次姉
 （ちょうし）      （じし）

本人の
兄弟姉妹

差
出
人

・夫／主人
・妻／家内配偶者

0親等

1親等 2親等

・父／○○の父／
 岳父（妻の実父）
・母／○○の母／
 丈母（妻の実母）

（がくふ）  

（じょうぼ）  

配偶者の
父・母

孫

・嫁／息子の嫁
・婿／娘の婿

息子の嫁
娘の婿

・息子／長男／次男
・娘／長女／次女息子・娘

・父／○○の父
・母／○○の母

本人の
父・母

本
人

挨拶文をお選びいただけます
※書体はデザインサンプルの見本通りとなります。変更はできません。

この部分の挨拶文を
お選びいただけます。

※201枚以上の場合でも10枚単位でご注文いただけます。店頭にておたずねください。
※私製はがき1201～1235については弔事用切手を貼ってお出しください。
※郵便はがき（胡蝶蘭）は当店でご用意いたします。

私製はがき

1～10枚
11～20枚
21～30枚
31～40枚
41～50枚
51～60枚
61～70枚
71～80枚
81～90枚
91～100枚
101～110枚
111～120枚
121～130枚
131～140枚
141～150枚
151～160枚
161～170枚
171～180枚
181～190枚
191～200枚

201枚以上 店頭にてご確認ください

私製はがき代は
下記料金に
含まれています

種類

枚数

はがき代

5,500 
6,325 
7,150 
7,975 
8,800 
9,625 
10,450 
11,275 
12,100 
12,925 
13,750 
14,575 
15,400 
16,225 
17,050 
17,875 
18,700 
19,525 
20,350 
21,175 

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

 オリジナル挨拶文について
お客様にお持ち込みいただいた
オリジナル挨拶文での制作も承り
ます。（2,200円/税込）
デザインとのバランスから、100字に
収まる程度で挨拶文をご用意いた
だくことをおすすめしています。

1201～1235
郵便はがき

郵便局のはがき代
として別途1枚
63円がかかります

4,950
5,775
6,600
7,425
8,250
9,075
9,900
10,725
11,550
12,375
13,200
14,025
14,850
15,675
16,500
17,325
18,150
18,975
19,800
20,625

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

1101～1135

□
□
□
□
□
□

郵便枠の色は赤となります。
切手デザイン：胡蝶蘭

郵便枠の色は
グレーとなります。

私製はがき・郵便はがきのいずれかをお選びいただけます。

銀 座・伊 東 屋
新 宿 店
池 袋 店
玉 川 店
青 葉 台 店
グランフロント大阪店

東 京 都 中 央 区 銀 座 2-7-15
東 京 都 新 宿 区 西 新 宿1-1-3
東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 1-1-25
東 京 都 世 田 谷 区 玉 川 3-17-1
神奈川県横浜市青葉区青葉台2-1-1
大 阪 府 大 阪 市 北 区 大 深 町 4-20

東京都渋谷区渋谷5‒25‒203
松本マンション101
TEL.01‒2345‒6789

〒150‒0002

橘 優 香

　令和3年11月

明年も変わらぬご厚誼のほどお願い申し上げます

7月に 父 太郎が88歳にて永眠いたしました
ここに本年中賜りましたご厚情を深謝申し上げ

東京都渋谷区渋谷5‒25‒203
松本マンション101
TEL.01‒2345‒6789

〒150‒0002

橘 優 香

7月に 父 太郎が88歳にて永眠いたしました
ここに本年中賜りましたご厚情を深謝申し上げ
明年も変わらぬご厚誼のほどお願い申し上げます

　令和3年11月

　
　
和
三
年
十
一
月

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

五

十

嵐

夏

希

隼

人

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

五

十

嵐

夏

希

隼

人

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
和
三
年
十
一
月

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

林

優

香

健

一

郎

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
和
三
年
十
一
月

　
　令
和
三
年
十
一
月

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

高

橋

結

衣

智

也

　
　
和
三
年
十
一
月

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

林

優

香

健

一

郎

　
　令
和
三
年
十
一
月

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

高

橋

結

衣

智

也

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

工

藤

葵
智

也

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
和
三
年
十
一
月

　
　
和
三
年
十
一
月

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

五

十

嵐

夏

希

隼

人

〒150‒0002 東京都渋谷区渋谷5‒25‒203
松本マンション101
TEL.01‒2345‒6789

林 優 香健一郎・

7月に 父 太郎が88歳にて永眠いたしました
ここに本年中賜りましたご厚情を深謝申し上げ
明年も変わらぬご厚誼のほどお願い申し上げます

令和3年11月



私製はがき・郵便はがきのいずれかをお選びいただけます。詳しくは表紙をご覧ください。
　　※郵便はがきデザインは、はがきの四辺に5mm程度の白い余白ができます。あらかじめご了承ください。

オリジナルの挨拶文も承ります。詳しくは裏面をご覧ください。

〒150‒0002 東京都渋谷区渋谷5‒25‒203
松本マンション101
TEL.01‒2345‒6789

長 谷 川 悠 真

ご厚情を深謝申し上げ
明年も変わらぬご厚誼のほど

お願い申し上げます

ここに本年中賜りました

令和3年11月

7月に 父 太郎が88歳にて
永眠いたしました

東京都渋谷区渋谷5‒25‒203
松本マンション101
TEL.01‒2345‒6789

〒150‒0002

三 上 龍 之 介

7月に 父 太郎が88歳にて永眠いたしました
ここに本年中賜りましたご厚情を深謝申し上げ
明年も変わらぬご厚誼のほどお願い申し上げます

　 和3年11月

東京都渋谷区渋谷5‒25‒203
松本マンション101
TEL.01‒2345‒6789

〒150‒0002

高 橋 智 也

ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た

　
　
和
三
年
十
一
月

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て

永
眠
い
た
し
ま
し
た

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

五

十

嵐

夏

希

隼

人

ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た

　
　令
和
三
年
十
一
月

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て

永
眠
い
た
し
ま
し
た

　
　
和
三
年
十
一
月

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三

松
本
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
一

電

　話

　〇
一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

高

橋

結

衣

智

也

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
五
̶
二
五
̶
二
〇
三
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ン
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〇
一

電
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一
（
二
三
四
五
）
六
七
八
九

150
0002

〒
̶

五

十

嵐

夏

希

隼

人

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
和
三
年
十
一
月

　
　
和
三
年
十
一
月

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

七
月
に 

父 

太
郎
が
八
十
八
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ

東
京
都
渋
谷
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